
共生ビジョン懇談会意見等検討状況一覧

№ 分類 取組項目 意見の概要 意見に対する考え方 取り扱い 作業部会

1 医療
■1-1-(1)
救急医療体
制等の確保

3次救急を担う救命救急センターの充実に必要な支援の継
続と共に、2次救急を担う医療機関や周産期医療を含む不採
算部門への運営支援が不十分であり、財政支援を含めた見
直しが必要と考える。

　2次救急医療体制の維持確保のため、現在、
十勝総合振興局が主催する「病院群輪番制に係
る課題検討会」において検討を行っています。今
後も関係機関等と連携・協力し、検討を進めてま
いります。

既記載 医療・福祉

2 医療
■1-1-(2)
地域医療体
制の充実

地域医療の確保を目的とした病診連携や医師派遣に関して
協議、検討する場の設置が想定されるが、現在、医師派遣を
行っている医療機関や両医師会の意見が反映されるような
実効性のある検討会の設置を希望する。

　現在行われている病診連携の課題や、今後の
対応のあり方などについて、医師会や関係機関
との協議を進めてまいります。

参考 医療・福祉

3 教育
■1-3-(2)
生涯学習の
推進

子育てしやすい社会づくりに向けた高齢者のあり方など、生
涯学習で学んだことを社会貢献的に地域に還元していける
ような取り組みができないか。

　学んだことを地域に活かしていけるよう、ボラン
ティアや高齢者等の団体との連携等を進めてき
ています。今後とも、学習の成果を様々な機会
で活かすことができるよう、圏域住民を対象とし
た生涯学習の取り組みを推進します。

参考 教育

4 産業振興

■1-4-(2)
フードバレー
とかちの推
進

バイオガスプラントによるふん尿処理は畜産の経営規模拡
大に必要であり、環境問題の解決にもつながる。バイオマス
発電の早期実現に向けて検討を進めてほしい。

修正
産業振興・地
産地消

5 産業振興

■1-4-(2)
フードバレー
とかちの推
進

バイオマスで発電した電力を地元で消費できるようにすべ
き。また、推進の状況や送電線の空き容量の問題に関して、
把握している情報があれば提供してほしい。

修正
産業振興・地
産地消

6 産業振興

■1-4-(2)
フードバレー
とかちの推
進

バイオガス由来の水素を燃料電池で利用することも含めて、
地域のバイオマスの利活用を進めていくべきだと思う。

修正
産業振興・地
産地消

　バイオガスプラントをはじめとするバイオマスの
利活用の重要性が高まっていると認識しており、
第3期共生ビジョンにおける具体的な取組の一
つとしてバイオマスの利活用の推進を位置付
け、地域循環型社会の形成に向けた取り組みを
進めてまいります。
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№ 分類 取組項目 意見の概要 意見に対する考え方 取り扱い 作業部会

7 防災 防災
台風被害により、河川に枯れた木がたくさん残っている。氾
濫したときに、色々な影響が出るため、処理を進めてほし
い。

　流木の処理を含め河川の維持管理について
は、各河川の管理者が計画的に進めております
が、今後も引き続き、適切な維持管理を河川管
理者に求めてまいります。

その他 企画

8 防災 防災
防災について、昨年のブラックアウトを踏まえ、停電時にボラ
ンティアの活動拠点や休日夜間急病センター等の施設運営
が行えるように電源確保を進めてもらいたい。

　避難所や福祉施設等の電源確保については、
様々な情報共有を進めながら、各市町村におい
て発電機の導入や福祉施設への補助金の交付
などの対策を進めてまいります。

その他 企画

9 防災

■1-6-(1)
地域防災対
策の構築

防災訓練等を通じた防災意識の普及啓発を拡充するとして
いるが、町村単位の防災訓練はすでに行ってきており、連携
を一体化していくためにも、広域の防災訓練の企画や構想を
進めたほうがよい。

　各市町村で実施している防災訓練等の取り組
みの情報共有を進めた上で、広域での連携のあ
り方について検討してまいります。

参考 企画

10
地域公共
交通

■2-1-(1)
地域公共交
通の維持確
保と利用促
進

バスの利用促進に欠かせない電子マネー決済やMaaS、路
線維持に必要なバス運転手の確保などについて、ビジョンの
中に明記し、課題や問題点を定住自立圏の中で協議しても
らいたい。

　バス交通の維持・確保や利用促進を図るた
め、管内自治体や関係機関等と連携し、地域公
共交通に関する課題について検討してまいりま
す。

修正 企画

11
地域公共
交通

■2-1-(1)
地域公共交
通の維持確
保と利用促
進

公共交通について、バス運転手の人材確保ができないので
あれば、自動運転なども検討してはどうか。

　自動運転については、現在、社会実装に向け
た技術開発や実証試験、法規制の検討が行わ
れている段階であることから、定住自立圏の取り
組みに加えることが難しいものと考えております
が、今後の地域公共交通のあり方に影響を及ぼ
すことから、技術開発の動向等について情報収
集などを行ってまいります。

その他 企画
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